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トップメッセージ

代表取締役社長

2021年３月期の業績について
当社グループの2021年３月期の業績は、サイバーセ

キュリティ、システム運営管理、システム基盤などの既存
事業が堅調に推移したこと、および買収した子会社の寄
与があったものの、大型プロジェクト５件の終了による
29億64百万円の反動減などがあり、売上高は257億
66百万円（前年同期比2.3％減）となりました。

収益面では、減収による減益にくわえ、顧客企業のシ
ステム投資計画の見直し等にともなう技術者の稼働率低
下、子会社３社を取得したことによるＭ＆Ａ関連費用お
よびのれん償却費、ニューノーマル適応プロジェクトに
係る費用の計上等があり、営業利益は13億72百万円（同
33.8％減）となりました。

新型コロナウイルス感染症の流行により、事業環境は
大きく変化しました。こうした変化をチャンスととらえ、
お客さまのＤＸニーズにお応えすることができる、アップ
グレードされたビジネスモデルへの変革に引き続き注力
してまいります。

ＩＤ Group Topics

２月

１日 ＩＤ  クラウドフレアジャパンの新プラットフォーム
「Cloudflare One」を提供開始 

10日 公益財団法人世界自然保護基金（ＷＷＦ）ジャパンへ入会

19日 ＩＤ  米子工業高等専門学校でのスマートグラスを使った
実証実験に、遠隔作業支援システム「IDEye」を提供 

３月

４日  愛ファクトリー  農林水産省より中国四国農政局長賞を 
受賞

「健康経営優良法人 2021 （大規模法人部門）～ホワイト
500～」に認定

８日 個人投資家向け事業説明会を開催

18日 （株）インベストメントブリッジ主催　個人投資家向け説明会
をオンラインにて実施

29日 営業・マーケティング活動の強化を目指し、当社ウェブサイ
トをリニューアル

31日 中期経営計画の最終年度数値目標の修正、株式分割なら
びに次期配当予想（増配）に関するお知らせ

４月

１日 ＩＤ  キヤノンＩＴソリューションズ（株）のローコード開発
ツール「WebPerformer」 ＳＩパートナー契約を締結

６日 経済産業省指針に基づくＤＸ認定を取得 

23日 「ワクチン休暇」制度を導入

26日 ＩＤ  サイバーセキュリティ事業の拡大に向け、（株）ブロー
ドバンドセキュリティと協業を開始

2021年３月期  通期業績

売上高
前年同期比

2.3％減
2021年３月期 

257億66百万円

大型プロジェクト終了 
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■■ 営業利益　　　営業利益率

EBITDA※

前年同期比
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2021年３月期 

18億77百万円
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2,495
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（単位：百万円）

※�期中に買収した子会社の売上高、ならびに従業員数を除いて算出しております。

2022年３月期の業績予想について
　新たにグループ入りした３つの事業会社の業績寄与、
既存事業とのシナジーならびにＤＸ関連サービスの堅
調な推移を見込み、売上高目標を300億円としました。
利益に関しては、３社ののれん償却費が増加するものの、
サービスの高付加価値化およびＤＸ関連技術者の育成等
が収益力向上に寄与すると見込み、営業利益は19億円
を計画しています。

株式分割の実施と来期の配当金について
当社株式の流動性の向上と投資家層の拡大を図ること

を目的として、2021年６月30日を基準日として１株に
つき1.5株の株式分割を実施する予定です。

また配当予想については、１株当たり年間配当予想を
40円とします。これは株式分割前１株当たり年間配当
予想に換算しますと、実質的に10円の増配となります。
ＩＤグループはこれからも企業価値の向上に努め、株主
の皆さまのご期待にお応えしてまいります。

企業価値の向上に向けて、

ＤＸ戦略の推進を加速します。

※�EBITDA ＝ 営業利益＋減価償却費＋のれん償却額
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新型コロナウイルス
感染症の拡大

顧客企業における
DXニーズが拡大

テレワークの普及にともなう
セキュリティ対策

デジタル技術を活用した
ビジネスの変革

システムのクラウド移行 自動化・効率化による
業務改善のニーズ

ＩＤグループは、中期経営計画の一環としてＤＸの活用を推進しています。新型コロナ
ウイルス感染症の拡大により、顧客企業のクラウド化・業務改善などのＤＸニーズが
飛躍的に高まるなか、ＤＸ戦略の展開によりいっそう注力し、ビジネスモデルのアップ
グレードを図っていきます。

デジタル技術を使って
製品やサービス、
ビジネスモデルを変革
すること。

ＤＸによりビジネスモデルをUP-Grade!
ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）とは

事業環境の変化

ＩＤグループにおけるＤＸ戦略

システム運営管理 ×サイバー セキュリティシ ス テ ム 基 盤

ソフトウェア開発

※１ �デスクワーク等の定型作業を自動化するソフトウェア
Robotic Process Automationの略

※２ �ソースコードの記述が 不要なアプリケーション開発
サービス

ＡＷＳやAzureなどの大手
Ｉ Ｔ 基 盤を活 用し、お 客さ
まのクラウド 環 境 の 構 築・
移行を支援

24 時間体制でのネットワー
ク監視 、インシデント対応 、
セキュリティ製品の導入

モバイルアプリ開発の拡大 、
な ら び に リ モ ート や No-
Code を活用した開発の早
期化

システム運用やセキュリティ
に関するコンサルティング・
研 修を実 施

ＲＰＡやＡＩ、スマートグラス
を活用し、お客さまの業務の
自動化・効率化を支援

ＤＸ関連ビジネスの領域

ＲＰＡ※１

ＡＩ
クラウド

ＩｏＴ
No-Code※２

リモート モバイル

現行ビジネス
DXを

実現するデジタル技術

目標達成に向けた施策
既存ビジネスのUP-Grade

• �ＩＤクラウドマネージドセンター
などを活用し、ソリューション型
ビジネスへ転換

• �自動化 / 効率化による生産性の
向上

• �リモート/ 分散開発の推進

新規顧客の獲得
• �営業活動の強化を目指し、エン

タープライズ営業部を発足

• �新たにグループ入りした子会社
の顧客に対する提案

500名のＤＸ技術者の育成
• �ＩＴＳＳ（ＩＴスキル標準）を軸

としたＤＸ人材の見える化

• �ローテーションによる、実務経験
の蓄積

• �外部研修等の積極的な活用

105億円

ＤＸ関連売上目標

クラウド セキュリティ・基盤 遠隔支援・高度開発 コンサル・研修 自動化・効率化

当社はＤＸの推進に向けた経営ビジョン
の策定や事業戦略・推進体制の整備、
適切な情報開示 等の取組みが評価され、
経 済 産 業 省 指 針 に 基 づくＤ Ｘ 認 定 を
い た だきました 。

特集
ア 　 ッ 　 プ 　 グ 　 レ 　 ー 　 ド

連結売上高の35.0%

2022年３月期



株式情報

発行可能株式総数..................................................36,000,000株
発行済株式総数.....................................................12,044,302株
株主総数..........................................................................5,273名

大株主の状況

株主名� 持株比率（％）※１

株式会社エイ・ケイ� 8.94
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）� 6.39
ＩＤ従業員持株会� 6.01
株式会社日本カストディ銀行（信託口）� 5.03
PERSHING-DIV. OF DLJ SECS. CORP.� 3.65
みずほ信託銀行株式会社� 3.62
みずほ情報総研株式会社※２� 3.45
ＴＤＣソフト株式会社� 2.43
株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）� 2.11
舩越 朱美� 1.69
※１ �持株比率は、自己株式（370千株）を発行済株式総数から控除して算出しております。
※２ �同社は2021年４月１日付で「みずほリサーチ&テクノロジーズ株式会社」へ社名を

変更しております。

株式についてのご案内

事業年度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

定時株主総会 ６月

基準日 定時株主総会の議決権
期末配当
中間配当

３月31日
３月31日
９月30日

公告の方法 当社ウェブサイト上の電子公告により行います。
https://www.idnet-hd.co.jp
ただし、やむを得ない事由により電子公告によること
ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

株主名簿管理人
同事務取扱場所

東京都中央区八重洲一丁目２番１号
みずほ信託銀行株式会社
本店証券代行部

郵送物送付
および.
お問い合わせ先

〒168-8507.
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
0120-288-324（フリーダイヤル）

単元株式数 100株

証券コード 4709（東京証券取引所市場第一部）

〒102-0076　東京都千代田区五番町12番地１　番町会館
ＩＲお問い合わせ先：コーポレート戦略部　TEL. 03-3262-5177
https://www.idnet-hd.co.jp  ※左記ＱＲコードからアクセスができます。

商 号 株式会社ＩＤホールディングス
ＩＤ Holdings Corporation（ＩＤＨＤ）

本社所在地 〒102-0076
東京都千代田区五番町12番地１　番町会館
TEL.03-3262-5177（代表）　.
FAX.03-3264-7145

創 立 1969年10月20日

資 本 金 ５億9,234万円

連結従業員数 2,555名

国内拠点

株式会社インフォメーション・ディベロプメント（ＩＤ）
▷ 資本金：400百万円　	 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：100.0％

株式会社ＩＤデータセンターマネジメント（ＤＣＭ）
▷ 資本金：60百万円	 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：100.0％

株式会社ＤＸコンサルティング（ＤＸ）
▷ 資本金：50百万円	 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：100.0％

株式会社プライド
▷ 資本金：40百万円	 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：92.7％

株式会社ＧＩテクノス（ＧＩＴ）
▷ 資本金：45百万円	 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：100.0%

株式会社システムデザイン（ＳＤ）
▷ 資本金：99百万円	 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：100.0％

愛ファクトリー株式会社［特例子会社］
▷ 資本金：50百万円　	 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：98.0％.
	 ▷ ＤＣＭ出資比率：２.0％

海外拠点
艾迪系統開発（武漢）有限公司（ＩＤ武漢） 
▷ 資本金：110万米ドル	 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：100.0％

INFORMATION DEVELOPMENT SINGAPORE PTE. LTD.�
（ＩＤシンガポール）
▷ 資本金：573万シンガポールドル	 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：100.0％

INFORMATION DEVELOPMENT AMERICA INC.（ＩＤアメリカ）
▷ 資本金：550万米ドル	 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：100.0％

IDM INFORMATION DEVELOPMENT MYANMAR CO., LTD.�
（ＩＤミャンマー）
▷ 資本金：127万米ドル　	 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：83.9％.
	 ▷ ＩＤシンガポール出資比率：16.1％

INNOVA SOFTWARE Co., Ltd. ［関連会社（タイ）］
▷ 資本金：2,000万バーツ	 ▷ ＳＤ出資比率：20.0％

※取締役 中村 あや、西川 理恵子、吉田 尚正は、社外取締役です。
※監査役 岡崎 正憲、渡辺 尚生、酒井 康夫は、社外監査役です。

代表取締役社長 舩越 真樹
代表取締役副社長 山川 利雄
取締役兼業務担当執行役員 山内 佳代
取締役 中村 あや
取締役 西川 理恵子
取締役 吉田 尚正
常勤監査役 小池 昭彦
監査役 岡崎 正憲
監査役 渡辺 尚生
監査役 酒井 康夫 
業務担当執行役員 七尾 静也
業務担当執行役員 土谷 明
業務担当執行役員 高橋 かおり
業務担当執行役員 坂本 康
業務担当執行役員 木村 由美子
業務担当執行役員 樊 娜

（2021年３月31日現在）

（2021年３月31日現在）

会社情報 （2021年３月31日現在）

役 員 （2021年６月18日現在）

国内・海外ネットワーク （2021年６月18日現在）

SHANGHAI
上海

AMSTERDAM
アムステルダム

BOSTON
ボストン

LONDON
ロンドン

SINGAPORE
シンガポール

WUXI
無錫

WUHAN
武漢

YANGON
ヤンゴン BANGKOK

バンコク
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株式情報

発行可能株式総数..................................................36,000,000株
発行済株式総数.....................................................12,044,302株
株主総数..........................................................................5,273名

大株主の状況

株主名� 持株比率（％）※１

株式会社エイ・ケイ� 8.94
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）� 6.39
ＩＤ従業員持株会� 6.01
株式会社日本カストディ銀行（信託口）� 5.03
PERSHING-DIV. OF DLJ SECS. CORP.� 3.65
みずほ信託銀行株式会社� 3.62
みずほ情報総研株式会社※２� 3.45
ＴＤＣソフト株式会社� 2.43
株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）� 2.11
舩越 朱美� 1.69
※１ �持株比率は、自己株式（370千株）を発行済株式総数から控除して算出しております。
※２ �同社は2021年４月１日付で「みずほリサーチ&テクノロジーズ株式会社」へ社名を

変更しております。

株式についてのご案内

事業年度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

定時株主総会 ６月

基準日 定時株主総会の議決権
期末配当
中間配当

３月31日
３月31日
９月30日

公告の方法 当社ウェブサイト上の電子公告により行います。
https://www.idnet-hd.co.jp
ただし、やむを得ない事由により電子公告によること
ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

株主名簿管理人
同事務取扱場所

東京都中央区八重洲一丁目２番１号
みずほ信託銀行株式会社
本店証券代行部

郵送物送付
および.
お問い合わせ先

〒168-8507.
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
0120-288-324（フリーダイヤル）

単元株式数 100株

証券コード 4709（東京証券取引所市場第一部）

〒102-0076　東京都千代田区五番町12番地１　番町会館
ＩＲお問い合わせ先：コーポレート戦略部　TEL. 03-3262-5177
https://www.idnet-hd.co.jp  ※左記ＱＲコードからアクセスができます。

（2021年３月31日現在）

（2021年３月31日現在）
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